
No. 中分類 回　答

1 駅舎からの連絡通路の計画はあるか。
現状で計画はしていない。利便性の高い施設を目指しており、今後も研究が必要
と考えている。

2 温泉施設の計画はないか。 今回の計画には見込んでいない。

3 高齢者を対象とした機能の配置も検討いただきたい。
高齢者利用に特化した機能の配置は計画していないが、高齢者活動等に施設を
有効活用していただきたい。

2 募集・選定 4 事業者（薩摩川内ＭＩＣＥ）はどのようにして決定したのか。
市が求める施設の規模、性能や管理運営に関する体制等を取りまとめた要求水
準書を平成２９年４月に公表し、提案を募集、有識者で構成する事業審査委員
会の提案審査、市議会審議を経て決定した。

5
ＰＦＩ手法による事業とのことであるが、市はどのように関わる
のか。

施設の設計・建設を事業者（㈱薩摩川内ＭＩＣＥ）が行い、完成後に市が施設を引
き取り所有する。管理運営は事業者に２０年間委託する。市は管理運営計画の
確認やイベント誘致等に関与することになる。

6 施設の運営を事業者に任せきりで大丈夫か。
事業者（㈱薩摩川内ＭＩＣＥ）の構成企業には同様の施設の運営実績がある。毎
年、管理・運営計画の精査を行うなど市も関与しながら運営することになる。

7
施設運営において地元企業や商店街とどのように連携・協
力する方針であるか。

事業者（㈱薩摩川内ＭＩＣＥ）には地元企業も参画している。商店街との連携につ
いては、各種団体等と効果的な方策を協議・検討しながら、波及効果の拡大につ
ながる運営を目指したい。

8 敷地内の建物は、雨に濡れない動線が確保されるのか。
建物は個別であるが、庇の張り出しなどで、できるだけ雨に濡れない動線を確保し
たい。

9 ホール利用者の待機スペースは十分か。
２階と３階に待合に利用可能なロビースペースを設けている。イベントの種類、規
模に応じて対応したい。

10 レセプションに対応する設備はあるか。 パントリー（配膳を行う小部屋）を備えるなど料理の提供が可能である。

11 ホールの防音性能は十分か。 一般的な音楽ホールと同程度の防音性能である。

12 ホール出入口は二重扉であるか。 二重の扉で計画している。

13
ステージの設計は観客席からの視認性等を考慮されている
か。

建物の設計は、各種ホールの設計を専門的に行っている技術者の知識を反映し
た設計であり観客からの視認性も考慮している。

6 工事 14
工事場所の出入口付近は通学路である。十分な安全対策
をお願いしたい。

工事車両の出入や通行など必要な安全対策は講じる。また学校や地区コミなど
の関係者と安全対策に関する連絡会議などを実施することとしている。

7 施設利用 15 施設の利用予約はいつからどのように対応されるのか。
施設開業の１年前から予約開始できるようにホームページを開設し、予約システ
ムを運用する計画である。

8 駐車場 16 駐車場整備はどのような計画なのか。
敷地内に整備する約６０台分の駐車場の外、ＪＲ九州が所有する川内駅東口駐
車場の活用を関係者と協議を進めている。

9 愛称募集 17 ネーミングライツは活用しないのか。
ネーミングライツの活用も検討したが、募集選定スケジュールを考慮して、愛称公
募が適当と判断した。

10 川内文化ﾎｰﾙ 18 廃止される川内文化ホールの利用等はどうなるのか。
川内文化ホールの取扱いは検討中である。また、川内駅コンベンションセンター
への利用転換の際は、利用者の方々に不便が生じないように配慮する。
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